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一
般
会
計
は
、
10
億
４
千
468
万
３
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
お
い
て
、
人
件

費
の
増
加
や
物
価
高
騰
に
よ
る
医
薬
材
料

費
な
ど
の
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
年
度
内

の
資
金
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

負
担
金
を
増
額
す
る
た
め
の
経
費
。

・
上
野
東
京
ラ
イ
ン
停
車
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
川

口
駅
の
再
整
備
に
伴
い
、
支
障
す
る
駅
西

口
公
共
施
設
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め

の
経
費
。

・
教
育
研
究
所
芝
園
分
室
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ

テ
ィ
へ
の
移
転
に
伴
い
、
改
修
工
事
な
ど

を
行
う
た
め
の
経
費
。

　
特
別
会
計
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
お

よ
び
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
、
２
千
855
万

１
千
円
が
追
加
さ
れ
、
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
い
て
、
財
源
更
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
会
計
は
、
病
院
事
業（
収
入
の
み
）、

水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業
に
お
い
て
、

３
千
209
万
５
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案
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主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
川
口
市
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
「
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
納
税
に
関
す
る
証
明
な

ど
に
か
か
る
手
数
料
の
額
の
改
定
な
ど
を
行

う
も
の
。

◆
川
口
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
不
登
校
生
徒
の
学
び
の
場
を
確
保
し
、
社

会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、
新

た
に
中
学
校
を
設
置
し
、
学
び
の
多
様
化
学

校
と
し
て
開
校
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
川
口
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
費
用
の
上
昇
を

踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
市
が
実
施
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
川
口
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
費

用
な
ど
に
充
て
、
上
下
水
道
事
業
を
健
全
か

つ
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
水
道
料

金
を
平
均
で
26
・
74
％
の
増
額
、
下
水
道
使

用
料
を
平
均
で
27
・
16
％
の
増
額
と
す
る
と

と
も
に
、
基
本
料
金
に
含
ま
れ
る
基
本
水
量

（
10
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
撤
廃
す
る
ほ
か
、

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
確
保
な
ど
の
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
11
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
道
合
神
戸
住
宅
Ｅ
棟
給
水
管
改
修
工
事

・
根
岸
公
民
館
改
築
工
事

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・（
仮
称
）神
根
総
合
運
動
公
園
雨
水
貯
留
施

設
整
備
工
事（
そ
の
１
）（
ゼ
ロ
債
務
）

・（
仮
称
）神
根
総
合
運
動
公
園
雨
水
貯
留
施

設
整
備
工
事（
そ
の
２
）（
ゼ
ロ
債
務
）

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
奨
学
資
金
貸
付
金
回
収
金
の
請
求

・
市
営
住
宅
の
明
渡
し
等
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
７
件

調
停
議
案

◆
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
南
平
第
285

－

１
号
線

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
鳩
ヶ
谷
第
９
０
３
０
号
線

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
同
意

に
つ
い
て

　
井
上
　
清
之
（
再
任
）

◆
川
口
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て

　
渡
辺
　
隆
志
（
新
任
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
松
木
　
明
彦
（
新
任
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
舩
津
　
由
徳請

　
　
願
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|

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
請
願
１
件
が
提
出

さ
れ
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
意
見
書

２
件
の
提
出
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、い
ず
れ

も
可
決
さ
れ
、関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
】

◆
不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行

等
を
求
め
る
意
見
書

◆
外
国
人
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
と
被
害

者
の
保
護
・
救
済
措
置
を
国
に
求
め
る
意

見
書

議
会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
決
算
認
定

議
案
の
審
査
を
行
う
た
め
、
「
一
般
会
計
及

び
各
種
特
別
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

お
よ
び
「
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委

員
長
お
よ
び
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
委
員
長

の
互
選
お
よ
び
後
任
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
、
敬

称
略
）

【
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会
】

◎
舩
津
　
由
徳
、
○
幡
野
　
　
茂
、

　
松
浦
　
洋
之
、
　
荻
野
　
　
梓
、

　
飯
塚
　
孝
行
、
　
後
藤
　
留
美
、

　
福
森
　
悦
子
、
　
ふ
じ
し
ま
と
も
こ
、

　
藤
田
み
つ
ぐ
、
　
柳
田
つ
と
む
、

　
芝
﨑
　
正
太
、
　
吉
田
　
英
司
、

　
松
本
　
幸
恵

【
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
】

◎
奥
富
　
精
一
、
○
坂
本
だ
い
す
け
、

　
松
本
　
英
利
、
　
益
田
み
な
み
、

　
青
山
　
聖
子
、
　
牛
嶋
　
宏
一
、

　
菅
野
　
静
華
、
　
榊
原
　
秀
忠
、

　
前
原
　
博
孝
、
　
江
袋
　
正
敬
、

　
松
本
　
　
進
、
　
金
子
　
幸
弘
、

　
稲
川
　
和
成

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
若
谷
　
正
巳

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
舩
津
　
由
徳

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

所信と報告を述べる奥ノ木市長

予
算
・一
般
議
案
45
件
を
議
決

予
算
・一
般
議
案
45
件
を
議
決

　
令
和
７
年
第
３
回
（
９
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
30
日
ま
で
の
28
日

間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を

含
め
、
予
算
議
案
７
件
、
条
例
議
案
お
よ
び
決
算
認
定
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
42
件
の

合
計
49
件
で
、
決
算
認
定
議
案
を
除
く
45
件
は
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
認
定
議
案
４
件
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

9月市議会定例会

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
　　　　　　　　　　　  k048-257-5500

埼
玉
県
議
会
広
報
ラ
ジ
オ
番
組

「
伝
え
た
い
！
届
け
た
い
！
議
員

に
直
撃
！
　
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｚ

埼
玉
県
議
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
」

Ｆ
Ｍ　Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５

｢

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｚ｣

で

11
月
24
日
(振)
〜
27
日
㈭
の

４
日
間
連
続
放
送
！

～埼玉県では11月を
　｢ケアラー月間｣と定めています～

本来、大人が担うと想定されているような
家事や家族の世話などのケアを日常的に
行っている子ども・若者のことです。
ヤングケアラーは、家族のためにさまざま
なケアを行っています。

▲詳細は
市ホームページを
ご確認ください｡

病気や障害のある
家族に代わり、家
事をしている。

目が離せない家族
の見守りや声掛け
などの気遣いをし
ている。

日本語が話せない
家族や障害のある
家族のために通訳
をしている。

例えば…
家族の手助けをすることは素晴らしいことですが、その負担が大きい場合には、次の
ような影響が出る可能性があります。

どんな影響があるの？どんな影響があるの？

遅刻・早退・欠席が増える、勉強の時間が取れなくなる など
友達とコミュニケーションを取る時間が少なくなる など
自分にできる仕事の範囲を狭めて考えてしまう など

学業への影響
友人関係への影響
就職への影響

家族のケアで悩んでいる子どもや、ヤングケアラーかもしれない
子に関する相談を受け付けています。　
ヤングケアラーに代わり家事などを行う訪問員を派遣
しています。
ヤングケアラーが将来への夢と希望を抱き、子ども
らしく生活できるよう応援金を支給しています。

本市の取り組み本市の取り組み

ヤング
ケアラーのこと\ 知

って
ほしい / ヤングケアラーとは…

「困っていることがある」「誰かに話したい」「あの子の様子が気になる…」と思ったら、一人で悩まず、まずはご相談ください。

問い合わせ…子育て相談課　i０４８-２５９-9005　k048-259-4958

※本市では18歳になった年度の3月末までが対象です。

相談専用ダイヤル
i048-259-9041

家事等支援事業

応援金の支給
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会
計
は
、
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億
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千
468
万
３
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
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で

す
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・
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セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
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て
、
人
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費
の
増
加
や
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価
高
騰
に
よ
る
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材
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費
な
ど
の
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
年
度
内

の
資
金
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

負
担
金
を
増
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す
る
た
め
の
経
費
。

・
上
野
東
京
ラ
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に
向
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Ｒ
川

口
駅
の
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に
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調
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室
の
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Ｋ
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い
、
改
修
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事
な
ど

を
行
う
た
め
の
経
費
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特
別
会
計
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
お

よ
び
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
、
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千
855
万

１
千
円
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加
さ
れ
、
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
い
て
、
財
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正
さ
れ
ま
し
た
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企
業
会
計
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、
病
院
事
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て
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主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
川
口
市
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
「
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
納
税
に
関
す
る
証
明
な

ど
に
か
か
る
手
数
料
の
額
の
改
定
な
ど
を
行

う
も
の
。

◆
川
口
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
不
登
校
生
徒
の
学
び
の
場
を
確
保
し
、
社

会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、
新

た
に
中
学
校
を
設
置
し
、
学
び
の
多
様
化
学

校
と
し
て
開
校
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
川
口
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
費
用
の
上
昇
を

踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
市
が
実
施
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
川
口
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
費

用
な
ど
に
充
て
、
上
下
水
道
事
業
を
健
全
か

つ
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
水
道
料

金
を
平
均
で
26
・
74
％
の
増
額
、
下
水
道
使

用
料
を
平
均
で
27
・
16
％
の
増
額
と
す
る
と

と
も
に
、
基
本
料
金
に
含
ま
れ
る
基
本
水
量

（
10
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
撤
廃
す
る
ほ
か
、

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
確
保
な
ど
の
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
11
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
道
合
神
戸
住
宅
Ｅ
棟
給
水
管
改
修
工
事

・
根
岸
公
民
館
改
築
工
事

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・（
仮
称
）神
根
総
合
運
動
公
園
雨
水
貯
留
施

設
整
備
工
事（
そ
の
１
）（
ゼ
ロ
債
務
）

・（
仮
称
）神
根
総
合
運
動
公
園
雨
水
貯
留
施

設
整
備
工
事（
そ
の
２
）（
ゼ
ロ
債
務
）

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
奨
学
資
金
貸
付
金
回
収
金
の
請
求

・
市
営
住
宅
の
明
渡
し
等
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
７
件

調
停
議
案

◆
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
南
平
第
285

－

１
号
線

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
鳩
ヶ
谷
第
９
０
３
０
号
線

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
同
意

に
つ
い
て

　
井
上
　
清
之
（
再
任
）

◆
川
口
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て

　
渡
辺
　
隆
志
（
新
任
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
松
木
　
明
彦
（
新
任
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
舩
津
　
由
徳請

　
　
願

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
請
願
１
件
が
提
出

さ
れ
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
意
見
書

２
件
の
提
出
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、い
ず
れ

も
可
決
さ
れ
、関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
】

◆
不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行

等
を
求
め
る
意
見
書

◆
外
国
人
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
と
被
害

者
の
保
護
・
救
済
措
置
を
国
に
求
め
る
意

見
書

議
会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
決
算
認
定

議
案
の
審
査
を
行
う
た
め
、
「
一
般
会
計
及

び
各
種
特
別
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

お
よ
び
「
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委

員
長
お
よ
び
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
委
員
長

の
互
選
お
よ
び
後
任
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
、
敬

称
略
）

【
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会
】

◎
舩
津
　
由
徳
、
○
幡
野
　
　
茂
、

　
松
浦
　
洋
之
、
　
荻
野
　
　
梓
、

　
飯
塚
　
孝
行
、
　
後
藤
　
留
美
、

　
福
森
　
悦
子
、
　
ふ
じ
し
ま
と
も
こ
、

　
藤
田
み
つ
ぐ
、
　
柳
田
つ
と
む
、

　
芝
﨑
　
正
太
、
　
吉
田
　
英
司
、

　
松
本
　
幸
恵

【
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
】

◎
奥
富
　
精
一
、
○
坂
本
だ
い
す
け
、

　
松
本
　
英
利
、
　
益
田
み
な
み
、

　
青
山
　
聖
子
、
　
牛
嶋
　
宏
一
、

　
菅
野
　
静
華
、
　
榊
原
　
秀
忠
、

　
前
原
　
博
孝
、
　
江
袋
　
正
敬
、

　
松
本
　
　
進
、
　
金
子
　
幸
弘
、

　
稲
川
　
和
成

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
若
谷
　
正
巳

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
舩
津
　
由
徳

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

所信と報告を述べる奥ノ木市長

予
算
・一
般
議
案
45
件
を
議
決

予
算
・一
般
議
案
45
件
を
議
決

　
令
和
７
年
第
３
回
（
９
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
30
日
ま
で
の
28
日

間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を

含
め
、
予
算
議
案
７
件
、
条
例
議
案
お
よ
び
決
算
認
定
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
42
件
の

合
計
49
件
で
、
決
算
認
定
議
案
を
除
く
45
件
は
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
認
定
議
案
４
件
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

9月市議会定例会

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
　　　　　　　　　　　  k048-257-5500

埼
玉
県
議
会
広
報
ラ
ジ
オ
番
組

「
伝
え
た
い
！
届
け
た
い
！
議
員

に
直
撃
！
　
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｚ

埼
玉
県
議
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
」

Ｆ
Ｍ　Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５

｢

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｚ｣

で

11
月
24
日
(振)
〜
27
日
㈭
の

４
日
間
連
続
放
送
！

～埼玉県では11月を
　｢ケアラー月間｣と定めています～

本来、大人が担うと想定されているような
家事や家族の世話などのケアを日常的に
行っている子ども・若者のことです。
ヤングケアラーは、家族のためにさまざま
なケアを行っています。

▲詳細は
市ホームページを
ご確認ください｡

病気や障害のある
家族に代わり、家
事をしている。

目が離せない家族
の見守りや声掛け
などの気遣いをし
ている。

日本語が話せない
家族や障害のある
家族のために通訳
をしている。

例えば…
家族の手助けをすることは素晴らしいことですが、その負担が大きい場合には、次の
ような影響が出る可能性があります。

どんな影響があるの？どんな影響があるの？

遅刻・早退・欠席が増える、勉強の時間が取れなくなる など
友達とコミュニケーションを取る時間が少なくなる など
自分にできる仕事の範囲を狭めて考えてしまう など

学業への影響
友人関係への影響
就職への影響

家族のケアで悩んでいる子どもや、ヤングケアラーかもしれない
子に関する相談を受け付けています。　
ヤングケアラーに代わり家事などを行う訪問員を派遣
しています。
ヤングケアラーが将来への夢と希望を抱き、子ども
らしく生活できるよう応援金を支給しています。

本市の取り組み本市の取り組み

ヤング
ケアラーのこと\ 知

って
ほしい / ヤングケアラーとは…

「困っていることがある」「誰かに話したい」「あの子の様子が気になる…」と思ったら、一人で悩まず、まずはご相談ください。

問い合わせ…子育て相談課　i０４８-２５９-9005　k048-259-4958

※本市では18歳になった年度の3月末までが対象です。

相談専用ダイヤル
i048-259-9041

家事等支援事業

応援金の支給
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補
正
予
算
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
一
般
会
計
は
、
10
億
４
千
468
万
３
千
円
の

追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
お
い
て
、
人
件

費
の
増
加
や
物
価
高
騰
に
よ
る
医
薬
材
料

費
な
ど
の
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
年
度
内

の
資
金
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

負
担
金
を
増
額
す
る
た
め
の
経
費
。

・
上
野
東
京
ラ
イ
ン
停
車
に
向
け
た
Ｊ
Ｒ
川

口
駅
の
再
整
備
に
伴
い
、
支
障
す
る
駅
西

口
公
共
施
設
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め

の
経
費
。

・
教
育
研
究
所
芝
園
分
室
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ

テ
ィ
へ
の
移
転
に
伴
い
、
改
修
工
事
な
ど

を
行
う
た
め
の
経
費
。

　
特
別
会
計
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
お

よ
び
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
、
２
千
855
万

１
千
円
が
追
加
さ
れ
、
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
い
て
、
財
源
更
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
業
会
計
は
、
病
院
事
業（
収
入
の
み
）、

水
道
事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業
に
お
い
て
、

３
千
209
万
５
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
議
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
議
案

◆
川
口
市
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
「
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
納
税
に
関
す
る
証
明
な

ど
に
か
か
る
手
数
料
の
額
の
改
定
な
ど
を
行

う
も
の
。

◆
川
口
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
不
登
校
生
徒
の
学
び
の
場
を
確
保
し
、
社

会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
た
め
、
新

た
に
中
学
校
を
設
置
し
、
学
び
の
多
様
化
学

校
と
し
て
開
校
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
必
要

な
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
川
口
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
費
用
の
上
昇
を

踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
市
が
実
施
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
。

◆
川
口
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◆
川
口
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
費

用
な
ど
に
充
て
、
上
下
水
道
事
業
を
健
全
か

つ
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、
水
道
料

金
を
平
均
で
26
・
74
％
の
増
額
、
下
水
道
使

用
料
を
平
均
で
27
・
16
％
の
増
額
と
す
る
と

と
も
に
、
基
本
料
金
に
含
ま
れ
る
基
本
水
量

（
10
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
撤
廃
す
る
ほ
か
、

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
給
水
装
置
工
事
事
業

者
の
確
保
な
ど
の
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
11
件

契
約
議
案

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
道
合
神
戸
住
宅
Ｅ
棟
給
水
管
改
修
工
事

・
根
岸
公
民
館
改
築
工
事

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

・（
仮
称
）神
根
総
合
運
動
公
園
雨
水
貯
留
施

設
整
備
工
事（
そ
の
１
）（
ゼ
ロ
債
務
）

・（
仮
称
）神
根
総
合
運
動
公
園
雨
水
貯
留
施

設
整
備
工
事（
そ
の
２
）（
ゼ
ロ
債
務
）

財
産
の
取
得
議
案

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末

訴
え
の
提
起
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
支
払
督
促
の
申
立
て

・
奨
学
資
金
貸
付
金
回
収
金
の
請
求

・
市
営
住
宅
の
明
渡
し
等
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
ほ
か
７
件

調
停
議
案

◆
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
南
平
第
285

－
１
号
線

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
鳩
ヶ
谷
第
９
０
３
０
号
線

人
事
議
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
川
口
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
同
意

に
つ
い
て

　
井
上
　
清
之
（
再
任
）

◆
川
口
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に

つ
い
て

　
渡
辺
　
隆
志
（
新
任
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
松
木
　
明
彦
（
新
任
）

◆
川
口
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　
舩
津
　
由
徳請

　
　
願

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
請
願
１
件
が
提
出

さ
れ
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
案

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
今
定
例
会
に
議
員
提
案
と
し
て
、
意
見
書

２
件
の
提
出
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、い
ず
れ

も
可
決
さ
れ
、関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
】

◆
不
法
滞
在
者
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行

等
を
求
め
る
意
見
書

◆
外
国
人
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
と
被
害

者
の
保
護
・
救
済
措
置
を
国
に
求
め
る
意

見
書

議
会
人
事

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

　
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
決
算
認
定

議
案
の
審
査
を
行
う
た
め
、
「
一
般
会
計
及

び
各
種
特
別
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

お
よ
び
「
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
委
員
会
に
お
い
て
、
委

員
長
お
よ
び
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
委
員
長

の
互
選
お
よ
び
後
任
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
、
敬

称
略
）

【
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会
】

◎
舩
津
　
由
徳
、
○
幡
野
　
　
茂
、

　
松
浦
　
洋
之
、
　
荻
野
　
　
梓
、

　
飯
塚
　
孝
行
、
　
後
藤
　
留
美
、

　
福
森
　
悦
子
、
　
ふ
じ
し
ま
と
も
こ
、

　
藤
田
み
つ
ぐ
、
　
柳
田
つ
と
む
、

　
芝
﨑
　
正
太
、
　
吉
田
　
英
司
、

　
松
本
　
幸
恵

【
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
】

◎
奥
富
　
精
一
、
○
坂
本
だ
い
す
け
、

　
松
本
　
英
利
、
　
益
田
み
な
み
、

　
青
山
　
聖
子
、
　
牛
嶋
　
宏
一
、

　
菅
野
　
静
華
、
　
榊
原
　
秀
忠
、

　
前
原
　
博
孝
、
　
江
袋
　
正
敬
、

　
松
本
　
　
進
、
　
金
子
　
幸
弘
、

　
稲
川
　
和
成

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
若
谷
　
正
巳

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
舩
津
　
由
徳

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

本
会
議
の
様
子
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
を
。

所信と報告を述べる奥ノ木市長

予
算
・一
般
議
案
45
件
を
議
決

予
算
・一
般
議
案
45
件
を
議
決

　
令
和
７
年
第
３
回
（
９
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
30
日
ま
で
の
28
日

間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案
を

含
め
、
予
算
議
案
７
件
、
条
例
議
案
お
よ
び
決
算
認
定
議
案
な
ど
の
一
般
議
案
42
件
の

合
計
49
件
で
、
決
算
認
定
議
案
を
除
く
45
件
は
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
認
定
議
案
４
件
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

9月市議会定例会

問い合わせ…議会事務局　i048-257-1405
　　　　　　　　　　　  k048-257-5500

埼
玉
県
議
会
広
報
ラ
ジ
オ
番
組

「
伝
え
た
い
！
届
け
た
い
！
議
員

に
直
撃
！
　
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｚ

埼
玉
県
議
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
！
」

Ｆ
Ｍ　Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５

｢

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｚ｣

で

11
月
24
日
(振)
〜
27
日
㈭
の

４
日
間
連
続
放
送
！

～埼玉県では11月を
　｢ケアラー月間｣と定めています～

本来、大人が担うと想定されているような
家事や家族の世話などのケアを日常的に
行っている子ども・若者のことです。
ヤングケアラーは、家族のためにさまざま
なケアを行っています。

▲詳細は
市ホームページを
ご確認ください｡

病気や障害のある
家族に代わり、家
事をしている。

目が離せない家族
の見守りや声掛け
などの気遣いをし
ている。

日本語が話せない
家族や障害のある
家族のために通訳
をしている。

例えば…
家族の手助けをすることは素晴らしいことですが、その負担が大きい場合には、次の
ような影響が出る可能性があります。

どんな影響があるの？どんな影響があるの？

遅刻・早退・欠席が増える、勉強の時間が取れなくなる など
友達とコミュニケーションを取る時間が少なくなる など
自分にできる仕事の範囲を狭めて考えてしまう など

学業への影響
友人関係への影響
就職への影響

家族のケアで悩んでいる子どもや、ヤングケアラーかもしれない
子に関する相談を受け付けています。　
ヤングケアラーに代わり家事などを行う訪問員を派遣
しています。
ヤングケアラーが将来への夢と希望を抱き、子ども
らしく生活できるよう応援金を支給しています。

本市の取り組み本市の取り組み

ヤング
ケアラーのこと\ 知

って
ほしい / ヤングケアラーとは…

「困っていることがある」「誰かに話したい」「あの子の様子が気になる…」と思ったら、一人で悩まず、まずはご相談ください。

問い合わせ…子育て相談課　i０４８-２５９-9005　k048-259-4958

※本市では18歳になった年度の3月末までが対象です。

相談専用ダイヤル
i048-259-9041

家事等支援事業

応援金の支給


